
機関故障, 

43隻, 24%

推進器障害, 

22隻, 12%

無人漂流（係留不備）, 

28隻, 16%

無人漂流（海中転落）, 

22隻, 12%

有人漂流, 

15隻, 9%

操船技能不足, 

12隻, 7%

バッテリー過放電, 7隻, 4%

機関取扱不注意, 5隻, 3%

舵障害, 6隻, 3%

荒天難航, 6隻, 3%

その他, 5隻, 3%

燃料欠乏, 4隻, 2%

ろ・かい喪失, 1隻, 1%

走錨, 2隻, 1%

運航不能の詳細

運航不能, 

178隻, 

46%

転覆, 54隻, 14%

衝突, 

55隻, 14%

浸水, 

26隻,7%

乗揚, 

35隻, 9%

火災, 

22隻, 6%

単独衝突, 11隻, 3%

その他, 4隻, 1% 小型船舶の事故種類別

第二管区海上保安本部 海の安全推進本部（交通部安全対策課）

〒985-8507 宮城県塩釜市貞山通3-4-1 TEL022-363-0111(代表)

みちのく海のかわら版

海の安全情報 WaterSafetyGuide

第14号
２０２６年３月
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船舶事故発生状況・過去５年間推移

小型船舶 小型以外 船舶事故全体に占める小型船舶割合（％）

二 管 区
公 式 X
発 航 前 検 査

燃料系

発航前検査は
船長の義務です

(隻)

385隻
過去５年間

１７８隻
過去５年間

安全にボートを運航する上で、メンテナンスは必須です。
発航前検査を徹底するとともに、整備事業者等による定

期的な点検整備をお願いします。

70％ ８６％ ８３％ ８６％ ６９％

令和７年には、８３隻の船舶事故が発生し、そのうち
６９％が小型船舶による事故でした。
過去５年間の統計においても、小型船舶の占める割
合が多くなっています。
小型船舶の事故種類別では、「運航不能」が最も多く、
その中でも「機関故障」が最も多いです。
機関故障により航行が出来なくなると、風浪や潮流
に流され磯場へ乗揚げるなど、人命に関わる大きな
事故に繋がるおそれがあります。
機関故障に陥らないように、発航前検査を確実に実
施するとともに、整備事業者等による定期的な点検
整備を行うようにしましょう。

冷却水系 電気系

油水分離器にたまった水や、燃料
フィルタの目詰まりに注意しましょう。

燃料の残量を確認しましょう。

海水ポンプインペラの損傷に注意し
ましょう
オーバーヒートにも繋がるので、海水ポンプ
インペラは定期的に交換しましょう。

バッテリの電圧、液量を点検しま
しょう。

バッテリターミナルの接続状況を確
認しましょう。

機関の回転不良等があ
ると、燃料フィルタが詰
まっている可能性がある
ので、必要に応じ整備・
交換しましょう

日頃の燃料消費率、給
油量をしっかり把握しま
しょう。

バッテリは定期的に交換
しましょう。

端子の焼損 配線被膜劣化

航海する前に発航前検査！

摩耗が大きく
破損したインペラ

重点チェックポイント




